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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

「孫子の兵法」 

学年主任 植原孝仁 

 

松本潤さん主演の大河ドラマの「どうする家康」。「三方ヶ原の戦い」

で勝利を収めた、我らが武田信玄でしたが、その後、病に倒れ甲斐に

引き返すことになります。歴史的事実は分かっているものの、山梨県人としては切ない場面であ

りました。それにしても、武田信玄の威圧感や圧倒的な強さを見せた三方ヶ原の戦いは、戦国最

強といわれる武田軍を見事に表現してくれて誇らしい気持ちになりました。「赤備え」や「魚鱗

の陣」は鳥肌ものでした。いまさらながら武田信玄にはもう少し生きてもらいたかった…。 

さて、「どうする家康」の第 17 回「三方ヶ原合戦」で、阿部寛演じる武田信玄は、こう言い

ます。「勝者はまず勝ちて、しかる後に戦いを求め、敗者はまず戦いて、しかる後に勝ちを求む。

わっぱよ。戦は勝ってから始めるものじゃ」 

これは孫子の言葉で、「勝ちに行く者は、まず勝てる状況を作り、それから戦う。しかし、負

けにいく者は、とりあえず戦ってから、それから勝利を願う」という意味の名言です。これを、

受験に当てはめて考えてみたいと思います。「勝者はまず、模試で志望大学の判定が A 判定なる

くらい実力をつけてから、出願し受験する。敗者は、E 判定であっても可能性が０ではないのだ

から、まずは出願してみて、入試を頑張ってみる」といったところでしょうか。これについて皆

さんはどう思いますか。大学によるものの、実際のところ A 判定をとった人が落ちるのを見た

ことがありますし E 判定（D 判定に近い人ですが）でも受かっている人はいます。ですが、A 判

定の方が E 判定に比べ合格を勝ち取りやすいことは確かです。阿部寛演じる武田信玄は「戦は

勝ってから始めるものじゃ」と言っています。「戦のような大事なことは‥‥‥」と解釈できま

す。私としても人生を左右するような重要な局面では、「勝

てる状況を作ってから戦う」ことが大切になると思ってい

ます。 

一方、場面によっては、「少しでも興味を持ったことはと

りあえずやってみて、それから考える」っていう考え方も大

切な気がします。特に君たちのような若者は、スマホばかり

いじってないで、いろいろなことに挑戦してほしいと思っ

ています。人生においては、「万全に準備をする」と「まず

行動にうつしてみる」を使い分けることが大切になると思

います。高校生活はあと９か月ほどです。 

どうする東高校３年生。 

                           
三方ヶ原の戦い布陣図（出典:小学館） 
武田軍は魚鱗，徳川軍は鶴翼 



蒼龍祭が、始まる。                  ２組担任 宮下知美 

コロナウイルス感染症が第５類に引き下げられ、殆どのイベントがコロナ禍以前のように実施されつ

つある。１か月ほど前に長男が小学校の運動会のお知らせを貰ってきた。父→「まだ、午前中のみの開催

なんだ。行事を運営する先生たちには運動会は何度もあっても、子どもたちには一生に数回の楽しい大

事な行事だからな～。１日開催すればいいのにね。」と呟く。その時、私が小学生の頃に抱いていて誰に

も話していない気持ちを思い出した。私は、運動会の行事の意義（例えばランチを家族と食べるとか）に

疑問を持っていて、且つ集団行動が苦手だったので、運動会なんてなくていいのにな・・・と思っていた

のだ。でも、そんなアンチな思いはコトバに出来ない。淡々と、行事についていくだけだった。 

さて、５月初旬の生徒総会は、東高校らしい活発な発言・議論が飛び交い、多くの生徒が有意義な時間

と感じたことだろう。私は、発言する生徒は限られている中で、この 720 人の中でその発言に同意して

いる生徒は何人いるだろうか、と思って聞いていた。たとえその意見がクラスでのまとまりの意見とし

ても、その時も声を出せない（出さない）生徒もいるかもしれない。人前でのパフォーマンス力や発言力

のある人、リーダーシップのある人は有益だ。SNS ですぐ評判が拡散する時代だ。本意と異なる頷きで

自分を守る。だからこそ、細やかな呟きに想像力を働かせ、外に自分の思いを表現するときこそ、他者と

の違いを尊重する配慮を持った発言や行動が、必要ではないかと切に感じた。 

先日、ある言葉を目にした。以前だったら目にも留めないコトバかもしれない。「あなたのすることの

ほとんどは無意味であるが、それでもしなくてはならない。それをするのは、世界を変えるためでなく、

世界によって自分が変えられないようにするためである。」  マハトマ・ガンジー 

無力で小さい私は、小学生の時から変わっていない。ただ、自分の「好き」は誰にも変えることは出来

ない。沢山のときめきを追ってここまできたけど、やっぱりこれからも自分の「好き」なこと・モノに

淡々とエネルギーを注ぎ続けていこう。それが生きる→（コンパス）だ。受験期を乗り切るのは、自分の

💛を動かす何か。その「何か」をしっかり💛に置いて、地に足を付けて、それぞれに力強く進んでいこ

う。 

素晴らしい学園祭を、共に感じさせて下さい！！               

 

これ、私の好きなもの、 

モルモット男子（５歳） 


